
【補⾜資料③】施設サービスの療養⾷加算の算定について 
 

平成 30 年４⽉より、療養⾷加算が“朝⾷、昼⾷、⼣⾷”それぞれに算定することになりました。現在、⾷事の実績管理を“⾷事オーダー”機能を使⽤して作成する場合は、
下記の通り、初期設定が必要となりますので、弊社ヘルプデスクまでご連絡頂きますようお願い致します。 

 
 
【設定方法】 
 

《メニュー》マスタ->運⽤グループ 
 

① 対象の運⽤グループを選択し“編集”で開き、“⾷事情報”タブを選択し、“加減算項目から取込”を押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⅲ“加減算項目から取込”を押下しま

す。 

ⅱ“⾷事情報“タブを押下します。 

ⅳ“はい”を押下します。 

ⅰ“編集“を押下します。 



② 療養⾷加算（朝）、療養⾷加算（昼）、療養⾷加算（⼣）が取り込まれます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】登録されている利⽤料⾦名称により、取り込まれない場合がございます。 

その際は、お手数ですが手動で追加していただきますようお願い致します。 

 

※追加方法に関しましては、“＜補⾜＞”加減算項目からの取込“で取り込まれない場合”をご参照ください。 

療養⾷加算（朝）、療養⾷加算（昼）、療養⾷加

算（⼣）が追加されます。 



【補足】“加減算項目からの取込”で取り込まれない場合 

 
《メニュー》マスタ->運⽤グループ 

 

“⾷事情報”タブを選択し、“新規”ボタンで開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ“新規”ボタンを押下します。 

※対象⾷事区分を選択し、“複写”の

操作でも問題ありません。 

ⅲ各項目を設定します。 

算定項目は、療養⾷加算（朝）、療養⾷加算（昼）、

療養⾷加算（⼣）からそれぞれ選択して下さい。 

例）ここでは療養⾷加算（朝）を追加します。 

ⅳ“設定”ボタンを押下します。 

ⅰ“⾷事情報“タブを押下します。 

算定項目が追加されます。 

例）ここでは療養⾷加算（朝）が追加されまし



■食事オーダーから作成した場合のイメージ 
 
 ⾷事オーダーから欠⾷情報の取り込みを⾏うと、⾷事の欠⾷に合わせて療養⾷加算が除外されます。 
 
 

《メニュー》請求->サービス実績 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ“編集“を押下します。 

“異動情報／⾷事オーダーから 

作成“を押下します。 

例）⾷事オーダーにて、11 日の朝⾷を欠⾷としている場合 

《食事オーダー画面》 

 

 

 

 

 

 

 

11 日の“療養⾷加算（朝）”が 

除外されます。 


